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+Zk,6 ( Mksakoaso+Mskasqako )
*
+Ua*sqasoa s-aa s-10 (1)
と書くo ここでEkは等1図に示すような吸着原子の存在しない系についてのエネルギ



























定義された固有関数の組 tpi)を考えるo lpi)の定義払 たとえば,吸着原子内の-


































































































































メージ荷電は同じ考えで e2/2Z となるので･ Vim-e2/(4Z) と定義すると Ⅰ+
Ⅴ. がえられる｡ つぎに考えている電子と異なるスピンをもつ電子 (スピンー ¢ )とのIm
相互作用を考えると,篤一に水素原子内の有効クーロン積分U(その評価は後で述べる
),つぎにそのイメージ荷電との相互作用から-2Vimをうる.これに -Oの電子の平
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